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　教育学部は、「人材養成等教育研究に係る目的」に向けて、次の学修成果を果たした者に学位を
授与する。

［知識・理解］
◦　教育学・保育学における基本的な知識を体系的に理解した上で、教育・保育に関する確かな専

門的知識を修得し、さらにそれらの知識を歴史・文化・社会・自然と関連付けることができる。
［汎用的技能］
◦　基礎的な言語操作力、数理分析力を確実に身につけ、確固たる情報リテラシーによるICTを効

果的に活用できる。
◦　自ら課題を設定し、研究を重ねることにより、教育・保育における諸課題について考察し、解

決のための方法を論理的に思考し、実践に向けて主体的、創造的、協働的に取り組むことがで
きる。

［態度・志向性］
◦　教育学・保育学の視点から様々な社会の諸問題に主体的に関心を持ち、多様な人や文化を理解

し、共生できる力を身に付けることで社会的責任を持って社会発展に積極的に関与できる。
◦　教育・保育およびその関連分野におけるヒューマン・サービスの社会的意義と特性を理解し、

豊かな人間性と使命感、および倫理観を持って人の成育や福祉に関する分野において協調・協
働力、そしてリーダーシップを発揮できる。

◦　自らを律して行動し、教育学・保育学を基盤として、大学院への進学や生涯学修・研究し続け
ることで、変化の激しい社会に適応できる。

◦　我が国ならびに他国における多様な文化を尊重し、グローバル社会においてSDGs達成を視野
に入れ、誰一人取り残さない、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向け、中心的な
役割を果たすことのできる主体性と協調性、チャレンジ精神を持つことができる。

また、以下の条件を卒業要件として定める。
①　修業年限を満たすこと
②　全科目の修得単位の合計が124単位以上であること
③　卒業時における累積GPAが2.00以上であること
④　ユニバーシティ・スタンダード科目より、必修科目を修得していること
⑤　教育学部指定ユニバーシティ・スタンダード科目より、必修科目および必修選択科目を修得し

ていること
⑥　学科科目について、必修科目および必修選択科目を修得していること

教育学科：初等教育専攻
　初等教育専攻が重視する学士力には以下の項目があげられ、これらを身に付けることが卒業時に
おける到達目標となる。

［知識・理解］
◦　初等教育に関する確かな専門的知識を修得し、初等教育の諸問題について学術的に研究し、さ

らに修得した専門的知識や研究の成果を初等教育の内容となる歴史・文化・社会・自然の各分
野と関連づけて活用できる。

［汎用的技能］
◦　主に幼稚園または小学校の教員として、あるいは初等教育の専門家に求められるコミュニケー

ションスキル、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、そして問題解決力を発揮できる。
［態度・志向性］
◦　初等教育に関する理論と実践に基づいた専門的な知識と技能を総合的に活用して、教育界や広

く社会の発展のために貢献することができる。

教育学科：社会科教育専攻
　社会科教育専攻が重視する学士力には以下の項目があげられ、これらのいずれかを身に付けるこ
とが卒業時における到達目標となる。

［知識・理解］
◦　社会との関わりにおいて必要とされる知識を広く体系的に理解した上で、社会科教育に関する

確かな専門的知識を修得し、さらにそれらの知識を現実社会の諸課題と関連付けることができる。
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［汎用的技能］
◦　当該専攻における学修の成果を踏まえた確かな言語能力を基盤とするコミュニケーションスキ

ルを確実に身に付けるとともに、ICTを適切かつ効果的に活用できる。
［態度・志向性］
◦　我が国ならびに他国における多様な文化を尊重し、グローバル社会において、中心的な役割を

果たすことのできる主体性と協調性、チャレンジ精神を持つことができる。
◦　自己の個性と強みを生かした主体的な生き方を志向し、他者と調和しながら、より良い社会の

発展に寄与する態度・姿勢を持つことができる。

教育学科：保健体育専攻
　保健体育専攻が重視する学士力には以下の項目があげられ、これらを身に付けることが卒業時に
おける到達目標となる。

［知識・理解］
◦　保健体育や健康教育に関する基本的な知識を体系的に理解した上で、教育現場において指導が

できる中学校、高等学校の教員としての確かな専門的知識を修得し、さらにそれらの知識を健
康やスポーツに関する分野の諸課題と関連付けることができる。

［汎用的技能］
◦　保健体育の教科教育の指導力とともに、教科外活動の指導・支援能力を備え、学校全体の健

康・体力づくり等の実践において主体的・創造的・協働的に取り組むことができる。
［態度・志向性］
◦　国際的な視点で健康とスポーツに関する様々な問題に関心を持ち、産業保健分野や地域社会な

どにおいてリーダーシップを発揮しながら貢献できる。

教育学科：通信教育課程
　通信教育課程が重視する学士力には以下の項目があげられ、これらを身に付けることが卒業時に
おける到達目標となる。

［知識・理解］
◦　学校教育・社会教育に関する確かな専門的知識を修得し、教育の諸問題について学術的に研究

し、さらに修得した専門的知識や研究の成果を社会との関わりにおいて活用することができる。
［汎用的技能］
◦　幅広い視野と国際感覚、主体的・対話的で深い学びを推進する上で必要とされるコミュニケー

ションスキル、数量的スキル、情報リテラシー、論理的思考力、そして問題解決力を身に付け、
学校教育・社会教育関連分野で地域社会に貢献できる。

［態度・志向性］
◦　学校教育・社会教育に関する理論と実践に基づいた専門的な知識と技能を総合的に活用するこ

とによって、教育の専門家として、より良い社会の発展に寄与する態度・姿勢を持つことがで
きる。

乳幼児発達学科
　乳幼児発達学科が重視する学士力には以下の項目があげられ、これらを身に付けることが卒業時
における到達目標となる。

［知識・理解］
◦　乳幼児から成人に至るまでの人としての育ちについての深い見識を備えた上に、教育・保育に

関する専門的知識や技能を修得し、それらの知見を広く生活（歴史・文化・社会・自然など）
と関連付けることができる。

［汎用的技能］
◦　幼稚園の教員や保育士の役割や教育・保育の社会的意義と特性を理解し、実践に向けて主体的、

創造的、協働的に取り組むことができる。
［態度・志向性］
◦　教育・保育に関する理論と実践に基づいた専門的な知識と技能を総合的に活用することによっ

て、協調・協働力、そしてリーダーシップを発揮し、教育・保育の発展に貢献するとともに、
現代社会の問題解決に積極的に寄与する態度・姿勢を持つことができる。
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